平成２０年11月10日

ｊｅｐａｘ 短信

日本環境資源生活文化振興会　jepax事務局

ＮＰＯ法人バイオマス産業機構　bio 事務局

  　　［CO2削減に向けて・バイオマス環境配慮製品の情報］

弊会会員・各位への現況のご報告と今後のプログラムについて、下記ご参照から各位PR・販売ビジネス含めてご参加をお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　

記

11月8日(土)9日(日)第40回昭島市産業まつり開催し、参加人数約8万人でした。

　　寒空の中、初日の参加者は少なく出足は今一歩でしたが、二日目の日曜日は大盛況となりました。昨年の実績から昭島市役所・実行委員会のご好意により特大テントでのバイオマスに係る展示品の普及・啓発が出来ました。今年のキャンペーンは「会場でゴミを出さない循環型システム」を行うことから食の容器をバイオマスカップやエコどんぶりを使用し、使用後の容器に堆肥や球根等を入れて緑の植林でCO2削減の市民活動です。尚、下記ご協賛・ご協力たまわりましたことに弊会より感謝と昭島市役所のご支援等に感謝申し上げます。

日世㈱、㈱コバヤシ、ファイン㈱、東レ㈱、㈱伊藤園、東京農大、ピッコロ、㈳日本有機資源協会、エムコマース㈱、福助工業㈱、㈱アキレス、(有)サンカ・バイオマス事業部、リオンテック㈱、昭和飛行機工業㈱、昭島ガス㈱、㈱ナガセ　　　　　　　　　東セロ㈱、三井化学㈱、㈱東海化成、㈱サトー等

尚、昭島市産業まつり(PLA複合袋開発)バイオマス・バッグを配布致しました。

10月4日(土)～陶芸教室・毎週土曜日10回コース／活気に溢れて楽しんでいます。

11月13日(木)～立川市民交流大学「環境起業家養成講座」エコビジネス塾を開校。

主旨は、バイオマス起業家(繁業塾の持続)の育成と地域ものづくりスタッフの養成。

11月末日予定「技術雑誌コンバーテックに”次世代のバイオマス産業”」が掲載されます。

最新情報、この度バイオマス繊維化(植物由来)に向けて事業を再開致します。今年度末を予定しており、皆様のご参加をお待ち致しております。更に、バイオマス・ラッピングフイルムから来春「環境凧ものづくり」等を行う方向ですので確定しましたらご報告致します。

*バイオマス・フイルム「レジ袋等やラッピングシート」販売連携先を求めております。

追伸、第１回立川市環境フェアの実行委員会が近々採決され、来春開催予定となります。

尚、バイオマス関連事業でお問い合わせ事項がありましたら、何なりとご相談賜ります。

詳細なお問い合わせ等は事務局及びＨＰでお願い申し上げます。

